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はじめに

　小学校１年，２年の教科「生活科」では，その目標と内容は２学年共通に設定されている．
平成20年に公示された学習指導要領においてもそれ以前に継続して，２学年共通に内容（７）
「動物を飼ったり植物を育てたりして，それらの育つ場所，変化や成長の様子に関心をもち，
また，それらは生命を持っていることや成長していることに気付き，生き物への親しみをもち，
大切にすることができるようにする」が掲げられている１）．身近な自然を観察したり，生き物
を飼ったり，育てたりするなどして，自然とのふれあいを深め，生命を大切にすることができ
るようにするという視点での活動が求められていると考えられる．野外での経験は，自然のし
くみへの理解や驚きにつながると考えられることから，画一的な教材ではなく，それぞれの地
域の環境や季節を生かした教材を見出すことが必要であることは言うまでもない．近年身近な
自然環境が失われつつある中で，教科書に例示される教材を得ることが困難となっている現状
からも，より日常的に接する機会のある生物を素材とする教材の開発を検討することは重要で
あると考えられる．
　アサリはわれわれにとって日常的な食材である．特に，春には日射が増えて水温が上昇する
ことにより植物プランクトンの増殖が高まるとそれを餌とするアサリも栄養を貯め，産卵期を
迎えておいしくなるため，好んで食べられるようになる．春の大潮などを中心に潮干狩りに出
かけて採集する機会もあり，味噌汁の具に良く利用されることで子どもたちにとっても身近な
生物の代表と言える．海に近い小学校では，アサリ掘り体験を生活科の中で経験させ，アサリ
汁を食べるという活動に関する報告は見られる．しかし，おおむね潮干狩り体験の範囲にとど
まり，野外の小動物の飼育経験や生態観察というところまでの活動の深化は見られない．筆者
らは，平成18年度名古屋女子大学児童教育学科卒業研究により，小学校「理科」の教材として
アサリの飼育と摂食実験を実施し，指導案を提示した２）．その飼育実験のなかで，水温に注意
すれば飼育条件を整備することが比較的簡単であること，殻の模様のバリエーションが多く子
どもにとって興味を引きやすいこと，水管から水を吹く様子が面白いことなどから，「生活科」
においても体験的な授業構成が可能な素材となると考えた．「生活科」においてアサリの飼育
と観察を行い，潮干狩り体験と結びつけて，アサリは自然の中で生きているものであるという
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理解が得られることは児童の自然観の形成に有意義であると考える．
　アサリは軟体動物門二枚貝（斧足）綱マルスダレガイ科に属する貝であり，汽水域から海水
域の内湾干潟などの砂泥底の潮間帯から水深10ｍほどの浅い水域に生息する３），４）．アサリの
ような二枚貝は水管により，植物プランクトンや有機物を取り入れろ過して食べる５），自然界
ではバクテリア，動物性プランクトン，植物性プランクトン，魚の糞などの有機物を食べるこ
とにより，水中の有機物を減少させる．アサリが生息する干潟などの浅い水域は陸域からの窒
素やリンの流入に関係して植物プランクトンの異常増殖（赤潮）が起こることが知られている
が，アサリを代表とするろ食性の底生動物が植物プランクトンを摂食することによって除去す
る働きがあるとされている６），７），８）．すなわち，アサリなどが関与する食物連鎖の過程を通し
て水中の有機物が除去される水質浄化機能がみられる．また，アサリは糞のほかに未消化物を
偽糞として排出することが知られている５）．糞や偽糞は，カニやゴカイなどの底生動物の餌の
一部となるので，それらへの餌の供給という役割も担っている９），10）．しかしながら，一方では，
アンモニアなど栄養塩類の排出量が大きいため，富栄養化をまねくことも指摘されている11）．
アサリは人に食べられるので，有機物は水域から陸域に移動する．また，陸域から川を通じて
もたらされた栄養をもとに干潟でアサリは成長し，アサリが多く生息する干潟には，多くの水
鳥が底生動物などを求めて訪れる12）ため，アサリの生息域は豊かな生物相が見られる場とし
て重要である．
　本研究では，小学校「生活科」における実践のために，身近な素材であるアサリを飼育教材
として利用することを提案した，実感的に生き物と接すること，アサリの生活について理解を
深めること，それについて気付いたことを互いに伝えあい，飼育の中で分かったことをいろい
ろな形で表現する力を育てるなどの学習の充実を図ることを目的として，学習計画を作成した．
アサリは年間をとおして市販されているため，繰り返し理解を深めることが可能であり，また，
採集したアサリを食用にするという実体験も実現可能である．愛知県のアサリ漁獲量は全国一
であることから13），郷土の地域性を生かした教材として利用できよう．この学習計画における
経験が，小学校３年からの「理科」の学習および「総合的な学習の時間」などにおける各種の
学習活動の中に生きることを期待したい．

方法

教科書調べ
　名古屋市，愛知県で採用されている大日本図書および東京書籍の「生活科」の平成23年発行
の教科書上・下14），15），16），17）を用いて，掲載されている動物種およびその学習活動を調べる．

採集したアサリの生態的特性を考慮して，飼育環境を整える
　アサリは干潟に多く生息する．本研究のために，平成23年５月９日豊川河口域において，ア
サリを採集した．採集したアサリが落ちついてきて，水管を出したら手に取り，勢い良くしま
る元気であるものを選別する．水槽に採集した地点の海水を入れ，エアレーションポンプによ
り空気を入れる．個体が多い場合はエアレーションが必要である．水温は25度付近に保つ．水
槽がない場合は，ボールなどで代用することができる．市販のアサリでも生きの良いものを選
別し，飼育できる．海水が利用できない場合は，塩分濃度３％程度に調製した人工海水を用い
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る．飼育に関しては水温が高くならないように注意し，糞などにより水が汚れるので毎日交換
するなど，管理に留意する必要がある．なお，長期間の飼育を行う場合は，水槽の底に砂を入
れて水の循環装置を付けると良い．市販のブラインシュリンプを餌として用いる．

学習計画の作成
　教科書調べおよび飼育などに関する結果を踏まえて，学習計画を作成する．アサリは生きて
いるということを水管の観察などにより知ること，アサリに関する意欲的な発言や表現ができ
るように促すことを重点化するため，ワークシートを用意し，表現活動を充実させる．観察の
ポイントとしては，殻の模様，水管の様子，ろ食の様子，糞の様子，個体数を多くしたときの
行動などに注目させたい．アサリの模様にはいくつかの型があり，左右の殻の模様が著しく違
う場合もある３）ことにも注意させる．

結果

教材としてのアサリの有効性と問題点
　「生活科」の教科書は上，下で構成されている．前述の教科書の上14），16）で扱われる小動物
としては，テントウムシ，トンボやコオロギなどの昆虫からウサギやモルモットなどの小型の
飼育動物であり，生き物に親しむことを中心に例示している．また，下15），17）ではザリガニ，
オタマジャクシやアゲハの幼生およびヤゴを飼育し，成長や変態の過程を観察する活動を紹介
している．「生活科」の教科書の中で例示される水にすむ生き物としては，ザリガニやヒキガ
エルのおたまじゃくし，マルタニシ，メダカなどがあげられているが，地域によりこれらの生
息個体数が少なくなっている．科学技術振興機構の「理科を教える小学校教員の養成に関する
調査」集計結果18）においては，動植物の野外観察や飼育の指導を苦手とする人が多いことが
報告されている，採集方法などに関して不案内であることなどから，ザリガニやヤゴを教材と
して得ることは，多くの場合困難となることが予測される．アサリは手に入れやすく，安価な
教材である．生息場所も児童にも分かりやすく，市販されているが，自然界の生物であること
が分かりやすい．また，前述の教科書で扱われている生物に比べても，採集や飼育が困難とい
う教材ではない．一方で，飼育したアサリに愛着を感じ，食用とすることに抵抗感を持つ児童
がいる可能性が予測される．児童の心情は汲みつつ，ヒトは他の生物から栄養を得て生きると
いうことについての理解を図る必要がある．

アサリを用いた学習計画
　学習計画の内容については，１年生を対象とするならば，水管から水を出すところや足を使っ
て砂に潜り込む様子の観察を中心として海の生き物の例とすることが考えられる．今回は，そ
れらに加えて，殻など体の観察を行い，まとめ，発表することを通して言語活動の充実をはかり，
かつ水中に懸濁する物質を取り込む実験を行い環境教育に関連させたいという計画であること
から，２年生を対象とすることが適当であると考えた．なお，この学習計画のために，数日間
の事前の飼育期間を設ける．次に示すように，授業はアサリの殻および体の観察を中心とした
１時間目と主にろ食実験のまとめのための１時間の合計２時間編成とする．１時間目と２時間
目のあいだに放置時間を２〜３時間とる．学習計画にあげた図１から図７については，パワー
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図１　アサリのしいく 図３　すなの中のアサリ

図２　岩ば（左）とひがた（右）

図４　アサリの水かん
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図５　アサリのからのいろいろ

図６　ろ食じっけんのはじめ（左）とおわり（右）

図７　ふんをだすところ 図８　アサリのかいぼう図

あし 水かん
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ポイント資料とする．この学習活動の目標は，アサリの秘密を学び，その生活について興味関
心を持つことおよびアサリについて観察を通して気付いたことを表現することができることと
する．それにより，日常的な食料であるアサリの飼育観察をとおして，水の中の生き物にみら
れる自然の巧みさや面白さに気付くようにする．１時間目のめあてはアサリの体や生活の面白
さを知るとし，２時間目のめあてはアサリの働きを知るとする．導入および展開に要する時間
は表中に示す．１時間目は飼育中のアサリを確認し（図１），導入としてアサリの潮干狩り体
験やアサリの味噌汁などの体験を話し合い，認知度を確認する．展開の１）ではアサリの生息
場所を確認するために海水をなめてみる．また，岩場と干潟の写真で見せ（図２），アサリは
どちらにいるかを確認する．本学習計画での短期間の飼育の場合は，底には何もいれないほう
が行動観察もしやすいが，底質をいれた水槽での飼育ではアサリが砂にもぐっていくところや
水管の動きなど自然での生息の様子が観察できる（図３）．動物を飼育するには生息場所に近
い環境を作ることが大切であるということを理解させることは重要である．次に２）のアサリ
の体の観察では，エアレーションを切ると水管や足を出すので構造や行動が観察しやすい（図
４）．個々に観察するために，アサリをシャーレの中に出して班ごとに観察させる．アサリの
殻の模様は個体によって違う．それに気付いた児童に模様の様子を表現させ，殻の模様をワー
クシートに載せてある殻の外形の図にスケッチさせる．右と左の殻で模様が異なることにも気
付かせたい．ワークシートの殻の図を少し大きめにすることにより，児童が書き込みやすいよ
うに配慮する．しばらく観察していると，水管から糞を出すので，このことをきっかけとして
排出したものが何であるかを問いかけ，生きて，食べて，糞をするという生命現象の一端を捉
えていることに気付かせる．ワークシートの殻の図に水管の様子もスケッチさせると良い．次
に，何を食べるのだろうという問いかけから水の中の小さな生物を水管（入水管）から取り入
れて食べていることを伝え，その仕組みを知るための実験を行うことを告げて，３）の水管の
役割について調べる実験の説明を行う．ろ食実験では２つの水槽を用意し，同じ懸濁液を入れ，
アサリを入れたものと入れないものを用意する．水槽を用意できない場合は，ペットボトルの
上の部分を切りとったもので良い．アサリの働きを捉えるためには，アサリの入っていない水
槽が対照として必要であることを児童に理解させることが重要である．懸濁液には青汁などを
用いる．アサリの働きは温度に影響をうけるので，水温計を用意する．生物の働きは一般的に
温度に依存しているので，今後の生物に関する観察や実験において温度を測定する必要がある
という理解につなげたい．生活科の授業において，視聴覚教材を用いることは有効な手段であ
るため，殻の模様のいろいろをパワーポイントにより見せる（図５）．１時間目のまとめとして，
提示された資料と自分のスケッチとくらべさせ，その違いを児童通しで伝え合うようにする．
　２時間目は，導入として１時間目の学習のまとめをワークシートのアサリのひみつを記入さ
せることにより行う．展開の１）では放置後のろ食実験の水槽の様子を観察し，水槽の水の色
がアサリの入ったものと入っていないものとでは異なっていて，水の中に懸濁していたものが
ろ過されてアサリが良く見えることに気付く（図６）．この現象がアサリのどのような働きで
あるかということを前時の水管の観察と考え合わせ，ろ食によるものとの気付きを促したい．
また，底にはアサリの排出物によって固まりができていることにも注意を向けたい（図７）．
ろ食の過程で未消化のものを粘液で絡めて偽糞として出す．このことに関係して沈殿物が多く
生じて，水は澄むことが確認できる．
　次に，２）のアサリの殻の中を見てみようでは，パワーポイントによる資料でゆでて殻をあ
けたアサリの解剖図を示す（図８）．水管の仕組みとアサリの餌とり，水の変化という一連の
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事柄から，アサリを入れると水が澄むということをまとめ，ワークシートの『わかったことを
かこう』の欄に記入させる．最後にワークシートの『かんそうをかこう』の欄に自由に記述さ
せて終わる．
　アサリの水管や足の動く様子を目視することにより，感動を与え，主体的意欲的に飼育や観
察に取り組むことができることが期待できる．これにより，１）アサリは生命を持っているこ
とに気付き，積極的に飼育に取り組むこと，２）アサリの飼育や観察中に気付いたことを表現
することができること，３）アサリの生活に関心を持って理解することなどを評価の観点とする．

考察

　本学習計画は，アサリの飼育と観察を通して，アサリが生きていること，生きている生物は
それぞれ適切な餌や飼育環境が必要であることを理解し，水にすむ生物の面白さ不思議さの一
端を知る体験的学習を企画するものである．この体験をもとに，アサリが生息する自然環境を
理解し，いろいろな生物が様々な環境の場に生息しているということを理解することに役立つ
ことが期待できる．この学習活動は，生命現象に対する科学的な見方・考え方の基礎を養うた
めの指導につながり，これらのことから本学習計画は「生活科」における有効な学習計画の一
つとなると考えられる．また，本学習計画における体験は，「理科」の学習，「総合的な学習の
時間」および環境教育の機会において，アサリを用いた発展的学習につなげることができると
考えられる．
　大日本図書の「理科」６年生−２の教科書19）では，ケイソウ，アサリ，タコ，ヒトという
流れにより，「食べる・食べられる」という関係の例を示している．アサリはそのほかに肉食
の貝類，ヒトデ，鳥，魚などにも捕食される．一方で，アサリの幼生は動物プランクトンであ
り，多くは魚などの餌になる。これらを食物連鎖の例として自然界における生物どうしのつな
がりを多面的に理解させるような指導が可能となる．また，アサリを扱った経験からはヒトは
他の生物を食べることによって生きていることを実感的にとらえられることが期待できる．こ
のような関係は水や空気などの環境の要素によって支えられており，環境のつながりの中で食
物連鎖を通じて多くの生き物が養われているという自然の実態への気付きにつなげ，理解を深
める「理科」の学習が望ましい．「総合的な学習の時間」への発展的学習計画としては，本学
習計画で行った水槽実験をさらにすすめて摂食行動に影響を及ぼす水温条件などの要素を検討
するような学習活動が考えられる．石川と仙城２）は，４Ｌの小型水槽において５〜６ｇのア
サリ８個体の飼育環境で，懸濁物の除去速度を15℃から35℃において測定した結果，明暗条件
については著しい相違はなく，20℃で最も大であったこと，35℃ではほぼ全個体が12時間以内
に斃死したことを報告している．アサリの働きを定量的に捉えることによって，自然での役割
を考察することができるような学習が望ましい．加えて，生態系における食物連鎖の一環とし
て，また，食習慣への理解として食べる企画を考えたい．実践例としては，アサリに生姜を加
えて煮て佃煮とするしぐれ煮は伊勢湾沿岸域でとれる貝類を使った郷土食のひとつであること
から，ろ食行動の実験のあとに，手軽にできるしぐれ煮を食して終了とする案が考えられる．
　岩間ら20）は小学生が好む動物についての経年的な調査を行い，児童が好む傾向がある昆虫
の多くが理科の教科書で扱われており，教科書を通して興味・関心が喚起されることを指摘し
ている．すなわち知っているということが親しみにつながると考えられる．このことから，教
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科書に例示される生物に関する学習とともに，常に繰り返し接してよく知ることのできるアサ
リに関する飼育経験は，低学年においても児童の生命に関する興味・関心を育て，自然理解へ
の糸口となると考えられる．
　水辺については，子どもたちが安全に活動できる野外の環境が限定されることから，特に低
学年においては体験学習の機会は少ないと考えられる．教科書で例示される生物はほとんどが
真水にすむ生き物である．今回教材として提案するアサリは普段接しにくいと考えられる水の
中で生活する生き物の中では関わりやすい存在である．また，アサリのように砂の中で生活を
する生物がいるという理解のために，底質として砂を入れて飼育し，図３に示したような自然
の状況を再現することは重要な指導となると考えられる．アサリの飼育のために資料を見たり，
読んだりして，川や湖などの淡水と海水にすむ生物の違いということに気付き，生き物にはそ
れぞれ最適な住み場所があるのだということへの理解が広がることが期待できる．教科書では
ヤドカリやイソギンチャクなどの海辺の生き物，ヤゴやザリガニなど田や川の生き物の紹介が
みられるが14），15），児童にとっては，淡水の生き物または海水の生き物という実感的な理解は
乏しい．なめてみて塩辛い水でもアサリは生活できることを確認できる飼育実験は，その理解
に役立つと考えられる．可能ならば，淡水性のシジミを飼育して比較すれば，塩分濃度という
環境の要素に関しての勾配に対応してそれぞれの生物は生活しているということを実感できる
経験になろう．アサリは年間を通して得ることができる素材であるが，食育あるいは食文化の
観点から旬の季節性を大切にするということも重要である．
　小学校において生物を教材とする場合は，それらの自然界における役割や生態に関する知識
を持ち，正しい理解に基づいて教えることが指導者として欠かせない．多くの研究例があり，
情報の多いアサリは良好な教材となると考えられる．本学の児童教育学科の教育課程において
小学校教諭免許関連科目である「生活」では，生物を含む自然教材に関する学習計画の例を紹
介している．アサリを用いた本学習計画をその中で資料として役立てたい．

要約

　小学校における教科「生活科」では，動植物の飼育栽培は２学年にわたって取り扱うとされ，
重点的な学習内容である．飼育栽培を通してそれらが生きていることを実感的に学ぶためには，
教科書に例示される生物だけでなく，繰り返し接することができ，また，生息場所がわかりや
すい生物を素材とする教材が望ましい．この観点から，身近な生き物を対象として学習の充実
を図ることを目的に，日常的な食料の一つであるアサリを教材とする学習計画を提案した．
　アサリの飼育と観察の体験学習は，児童にアサリが生きていること，生きている生物は適切
な餌や飼育環境が必要であることを理解させ，水にすむ生物の面白さ不思議さの一端を知る機
会を提供する．またアサリは浅い海水の場という自然環境に住むことを理解し，いろいろな生
物が様々な環境の場に生息しているということを知ることに役立てることができる．アサリは
児童にとってなじみがあり，その形態にも生態にも興味を持ち，意欲的に関わることが期待で
きる教材であることから，本学習計画は「生活科」の有効な学習計画の一つの例となると考え
られる．
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